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環
境
省
と
ド
イ
ツ
環
境
・

自
然
保
護
・
建
設
・
原
子
炉

安
全
省
は
五
月
十
八
日
、
東

京
・
千
代
田
区
の
Ｊ
Ａ
共
済

ビ
ル
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ホ
ー

ル
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
き
、日
独
の
政
府･

企
業･

有
識
者
ら
が
活
発
な
情
報
交

四
月
十
四
日
に
発
生
し
た

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の

地
震
に
加
え
、
本
震
と
さ
れ

る
十
六
日
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

換
を
繰
り
広
げ
た
。
温
暖
化

対
策
の
先
進
国
と
し
て
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
両
国
は
低
炭

素
技
術
分
野
で
協
力
関
係
を

強
化
す
る
共
同
声
明
を
発
信

し
、
国
際
的
な
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
。

当
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

ド
七
・
三
の
地
震
に
よ
っ
て

熊
本
を
は
じ
め
九
州
七
県
で

は
最
大
約
四
十
四
万
六
千
戸

が
断
水
し
た
。
そ
の
後
も
余

は
行
政
・
業
界
関
係
者
な
ど

約
二
百
名
が
参
加
し
、
バ
ー

バ
ラ
・
ヘ
ン
ド
リ
ク
ス
環
境

・
自
然
保
護
・
建
設
・
原
子

炉
安
全
相
と
丸
川
珠
代
環
境

相
が
あ
い
さ
つ
し
た
。
丸
川

環
境
相
は
「
温
暖
化
対
策
は

地
球
と
人
類
の
未
来
を
左
右

震
が
続
く
中
、
懸
命
な
応
急

復
旧
活
動
に
よ
っ
て
家
屋
損

す
る
喫
緊
の
課
題
だ
。
本
日

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
低
炭
素

技
術
分
野
で
関
係
強
化
の
場

壊
地
域
を
除
き
五
月
十
五
日

現
在
で
三
百
六
十
一
戸
ま
で

減
少
し
た
。

全
管
連
で
は
発
災
直
後
か

ら
熊
本
県
管
連
と
大
分
県
管

に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
述
べ
、
日
独
企
業
の
緊
密

な
連
携
を
求
め
た
。

四
部
構
成
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
梶
原
成
元
同
省
地
球
環

境
局
長
、
浜
中
裕
徳
地
球
環

境
戦
略
研
究
機
関
理
事
長
、

稲
塚
徹
ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱
常

務
ら
が
講
演
し
、
パ
リ
協
定

に
基
づ
く
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
目
標
の
達
成
へ
低
炭
素
技

術
の
一
層
の
普
及
促
進
を
呼

び
か
け
た
。

工
事
協
同
組
合
連
合
会
（
小

野
泰
男
会
長
）
の
会
員
企
業

が
応
急
復
旧
に
奮
闘
。
ま
た

塩
崎
恭
久
厚
労
相
か
ら
大
澤

会
長
へ
の
協
力
要
請
を
受
け

て
四
月
十
九
日
、
十
一
団
体

に
被
災
地
の
応
急
復
旧
支
援

を
求
め
、
熊
本
市
協
組
に
順

次
派
遣
し
た
。
四
月
二
十
四

日
に
は
日
本
水
道
協
会
の
救

援
対
策
本
部
が
地
方
支
部
長

都
市
に
派
遣
要
請
を
行
い
、

五
十
八
班
と
共
に
全
管
連
会

員
組
合
も
熊
本
市
上
下
水
道

局
の
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。

熊
本
市
に
赴
い
た
大
澤
会

長
は
熊
本
県
管
連
の
工
藤
会

長
、
西
川
清
明
副
会
長
、
清

原
健
志
副
会
長
ら
と
会
合

し
、
災
害
見
舞
金
三
十
万
円

を
贈
っ
た
。
引
き
続
き
工
藤

中
央
環
境
審
議
会
循
環
型

社
会
部
会
は
五
月
十
九
日
、

東
京
・
港
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
新
橋

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

で
第
一
回
「
廃
棄
物
処
理
制

度
専
門
委
員
会
」
（
委
員
長

・
大
塚
直
早
稲
田
大
学
法
学

部
教
授
）
を
開
き
、
法
制
度

の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
を

会
長
な
ど
役
員
の
案
内
で
熊

本
市
上
下
水
道
局
の
永
目
事

業
管
理
者
、
中
島
博
文
維
持

管
理
部
長
、
坂
田
憲
盟
首
席

審
議
員
兼
水
相
談
課
長
ら
を

表
敬
訪
問
し
、
飲
料
水
四
百

五
十
八
箱
（
五
百�
×
一
万

九
百
九
十
二
本
）
の
目
録
を

贈
呈
し
た
。

大
澤
会
長
は
被
災
し
た
水

道
局
の
迅
速
・
的
確
な
対
応

を
ね
ぎ
ら
い
、
水
道
関
係
予

算
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
を
通
じ
て
被
災
地
の

早
期
復
旧
・
復
興
を
全
面
的

に
支
援
す
る
意
向
を
伝
え

た
。
こ
れ
を
受
け
て
永
目
事

業
管
理
者
は
全
国
の
水
道
局

・
管
工
事
組
合
の
応
援
に
深

く
感
謝
し
、
速
や
か
な
復
旧

･

復
興
へ
協
力
を
要
請
し
た
。

開
始
し
た
。
温
暖
化
対
策
の

強
化
な
ど
を
論
点
に
建
設
関

係
団
体
な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
年
内
を
め
ど
に
報

告
書
を
ま
と
め
る
。

昨
年
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
（
国
連
気
候
変
動

枠
組
条
約
第
二
十
一
回
締
約

国
会
議
）
で
温
暖
化
対
策
の

新
た
な
枠
組
み
が
合
意
さ
れ

た
。
日
本
も
地
球
温
暖
化
対

策
計
画
を
策
定
し
、
廃
棄
物

分
野
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

強
化
し
て
い
く
方
針
だ
。

専
門
委
で
は
鎌
形
浩
史
環

境
省
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル

対
策
部
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
循
環
型
社
会
の
形
成
へ

法
制
度
の
随
時
の
改
正
が
必

要
だ
」
と
法
改
正
を
視
野
に

入
れ
た
審
議
を
促
し
た
。

と
く
に
適
正
処
理
の
推
進

や
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
温

暖
化
対
策
の
強
化
な
ど
を
論

点
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。
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鎌形部長

約200名が集い協力確認
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大澤会長 永目管理者

早期復旧･復興へ意見交換

������������全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の
大
澤
規
郎
会
長
は
五
月
十
二
日
、
熊
本
地
震
で
多
大
な
被
害
を
受
け
た
熊

本
市
を
訪
れ
、
永
目
工
嗣
熊
本
市
上
下
水
道
局
事
業
管
理
者
、
工
藤
光
明
熊
本
県
管
工
事
業
組
合
連
合
会
会
長
ら

と
会
っ
て
飲
料
水
や
見
舞
金
を
寄
贈
す
る
と
と
も
に
、
献
身
的
な
応
急
復
旧
活
動
を
展
開
し
た
水
道
局
・
組
合
員

な
ど
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。
大
澤
会
長
は
厚
生
労
働
省
や
水
道
議
員
連
盟
に
水
道
関
係
予
算
の
確
保
を
働
き
か
け

る
な
ど
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
全
力
で
支
援
す
る
意
向
を
表
明
し
た
。
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